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ユキの意味と方言形式

1.はじめに

日本人にとっての ｢雪｣は.r万乗集/古今和歌典J

r源氏物語/新古今和歌典Jr金塊和歌集Jr山家集Jr義

経紀Jr笈日記Jをはじめ実に多くの作品で扱われてき

た (rことばとくらLJ 8号,r意味の世界と日本語J

で詳説)が,雪国の ｢雪｣を素材にしたものは驚くほ

ど少ない｡また,描出されても ｢雪降れば木々のこの

はも春ならでをしなペ梅の花ぞ咲きける｣(r和泉式部

日記J)や｢いざ行む雪見にころぶ所まで｣(r笈の小文J)

のような評価皮の高い描かれ方は,雪国の人々からは

ほとんどされなかった｡なぜであろうか｡

雪国の ｢雪｣は.あまりにも生活に密着し生活に重

くのしかかってくる｢雪｣であり.冬の日々は｢雪｣と

の閑いの明け暮れであったからであろう｡程度の差こ

そあれ,｢越後のごとく年毎に塊大の雪を視ば,何の楽

しき事かあらん｡雪の為に力を尽し財を貸し千変変若

する｣(r北越雪諸J上之巻)といった受け止め方は.

今でも見られる｡それだけに,｢雪｣に関する方言語桑

は,切実な評価 ･感情的意味をもつことが多い｡

このような ｢雪｣は,どのような意味の広がりと表

現の形式をもつのか｡ここでは豪雪地の一つ新潟県小

千谷市大字蘇生のユキ語柴 (老年層)を中心に,ユキ

と生活と方言との関わりをみていくことにする｡

この地方にユキのある期間は,年によって違いはあ

るが,おおむね次の4期に分かれる｡

i 初雪 ･根雪初期-11月中旬～12月中旬ごろ｡ユ

キが水っぽい｡

ii 根雪中期-12月下旬-3月上旬ごろ｡晴間なく

降ることが多い｡

(i) 12月下旬～1月上旬ごろはワタユキ (綿雪)

が多い｡

平 浮 洋 一

(ii) 1月中旬-2月初旬ごろは碇も寒い｡コナユ

キ (粉雪)がふつう｡

Gia2月中旬～3月上旬ごろはよくボタンユキ(牡

丹雪)が降る｡

iii 根雪晩期-3月中旬一彼岸ごろ｡晴間が多くな

る｡

iv 雪解け期-彼岸過ぎ｡降っても-ルユキ程度｡

方言生活の場でユキの細かな意味領域を表現するの

は,語とは限らない｡句のこともあれば,特に定まっ

た方言形式をもたないものもある｡形態だけを基準に

したのでは｢意味｣の全体像がつかめないこともある｡

そこで,意味的類似性と対立性を重 くみて意味領域を

分けていくと次の類型を得る｡

a 初雪を表すもの

b 降雪を表すもの

C 桁雪を表すもの

d 雪質 ･雪状を表すもの

e 雪専 ･闘雪を表すもの

f 民俗を表すもの

2.初雪

この地方のユキに対する偉大の関心事は.いつ初雪

が降るか,いつ本格的な雪が降るか,大雪になるか否

か,いつ消えるかである｡初雪が例年より遅かったり,冬

場の俄雪が少ないといったうれしい年には,コトシワ

マラ フラネァレ イ-ネ (今年はまだ降らなくて

いいねえ)やコトシワ ナットレ アリガテ7ネ-(令

年は雪が少なくてありがたいねえ)が挨拶ことばにな

ったりする｡

初雪の前にはユキかンナリサマ (雪雷様)が聞こえ

る｡例年,11月に入るとユキがいつ降ってもおかしく
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ない気候になってくる｡昔からユキガンナリサマが運

んでくるといわれている｡克典な宴が空をおおって辺

りが暗くなる｡これをタラヤムという｡この宴は雪雲

であるが.雪雲に対する方言形はない｡空一面がこの

雪雲になるから特別ないい方は要らないからだという｡

雪雲に限らず,雲で空が暗くなるのがタラヤムで,夕

立などで暗くなる時にも使う｡

雪雲が空一面に広がってタラヤング空をユキゾラ(普

空)と呼ぶ｡寒さも厳しくなっていつ雪になってもお

かしくない様子になってくる｡ユキモヨー (雪模様,

雪が降りそうな様子)とはいうが文語的であり,何と

いっても方言らしいのがユキッカオ スル (雪香がす

る)｡時期,寒さ,空模様などを総合しての表現で,降

り出しそうな時とか.降っている雨が雪に変わりそう

な時にいう｡ただし,ネユキ (根雪)が降ってからは

使わないようである｡フリソラネ ユキッカオ スル

(降りそうだねえ,雪になりそうな感じがする)などと

挨拶を交わしたりする｡ユキッカオ スル時は,ソラ

タラヤンデ ユキガンナり ナッテル (黒い雲で空

がおおわれて辺りが暗くなり雪雷が鳴っている)こと

が多い｡

-ツユキ (初雪)は,年によって追う (以下同様)

が,11月の中旬ごろ1-3日程度降ってすぐ消える｡

ニクヮイメ(2皮目の積もる雪).サンタヮイメ (3度

目の積もる雪)くらいまで降っては消え,あとはネユキ

(降り椴もったら年を越えて春先まで消えることのな

い雪)になる｡-ツユキからネユキまでの期間はマナ

マナである｡カナグラヤマこ こクヮイ ユキガ フ

ラネ7-ウチワ ネユキニ ナラネァ- (金蔵山に二

回雪が降らないうちは根雪にならない)といわれてき

た｡

3.降雪

ワタユキ,コナユキ,ボタンユキ,シメッポイユキ,

ハナユキなどが降る｡

ワタユキ (綿雪)=軽くてかさばる大片の雪をいう

が,共通語的｡12月中旬～1月上旬, 2月中旬～

3月上旬ごろによく降る｡

コナユキ (粉雪)-とても細かくて粉状の雪,粉雪,

細雪｡1月中旬-2月初旬ごろの厳寒期に降る｡

"嫌だなあ寒くて〝という語感をともなう｡ササメ

ユキという方言形はない｡

7-キ (吹雪)-激しい寒風に吹かれて雪が降るこ

と,その雪｡大吹雪｡2月が碇も多く,歩いてい

られないほどの7-キが一冬に2,3回は吹く｡

7-キレ マッシロンナッタ (大吹雪で く着てい

るものが)真白になった)｡7-キは昭和の初め頃

まではよく使ったが,今はフナキとかフキという

人が多い｡これに対し,積もったコナユキが強い

風に吹き上げられて舞うことはユキケムリ アガ

ル (雪燈が上がる)といって区別する｡

ボタンユキ (牡丹雪)-嵩のある大片の雪｡前出の

綿雪を含めていうのがふつう｡12月中旬～1月上

旬.2月中旬～3月上旬ごろによく降る｡

シメッポイユキ(湿っぽい雪)-湿気が多く重い雪｡

3月中旬過ぎ,春先になると降る｡

-ナユキ (花雪)-3月の彼岸ごろにちらちらと降

る雪｡淡雪｡4月になって降ることもある｡この

雪が降ってもほとんど積もらない｡

これらは降る雪の柾蛾であるが,降り方によって若

干の擬態表現がなされる｡ポサボサ,テラテラなどが

それである｡

タラヤンデ フル (暗やんで降る)-空が黒い望･':で

おおわれ.辺 りが暗くなった状態で多く降る｡根

雪中期まで｡

シンケンニ フル (其剣に降る)-長い時問小降り

になることなく降る｡畳の降雪にも夜の降雪にも

いう｡雪質によっては一晩で 1m程度積もる｡根

雪晩期以後は,この降り方はみられない｡

ポサボサ フル-大片の雪がかなり激しく降る｡視

界が相当さえぎられる｡ワタユキに多いOかなり

横もる｡

マケルホド フル-まとめて撒 くように極めて激し

く降る｡視界はほとんどきかない｡積もり方が故

も速い｡

サラサラ フル-乾いてサラサラした雪が降る｡コ

ナユキ (粉雪)にいう｡寒さがゆるむとボタンユ

キに変わる｡

テラテラ フル-少丑の雪がちらつく程度に降る｡

-ナユキ (花雪)や-ルユキ (春雪)に多い｡

ヤダゲニ フル-少し春めいた陽気の中で-ナユキ

(花雪)などがほんの申し訳程度に降る｡シンケン

ニ フルと好対照｡

降っていたユキが止むのはヤムであって雨の場合と

変らない｡梅雨はアケル,秋の長雨はアガルというが,

長い間降り続いたユキが止むのはミナレルという｡長

雨にも使うことがある｡

4.積雪

ある場所の横雪を表すには,ふつうヤネンユキ (良
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根の晋),-タケンユキ (畑の雷),カワランユキ (川

原の雪),-ナンユキ(屋根の滑り止めから先の部分の

普)などという｡つまりAンBのようにいう｡Aは場

所.Bはユキである｡Aの名称は,ユキの轍もってい

る時と,夏場のようにユキの全くない時とで変わるこ

とはない｡AンBのいい方をしないのは次の場合であ

る｡

カプリ-雪がたくさん積もって庇のように突き出た

部分｡ワタユキやボタンユキの時にでき易い｡放

っておくと突然 ドサッと落ちてきて危険なので早

目早目に取り除く｡

ヤ7-雪がかなり械もっている平地や坂などのうち

踏み固められていない部分｡足を踏み入れると膝

や腰,大降りの翌日などには胸までドプル(く雪に

足をとられて)潜る)｡深くドプリながらヤアの中

を進むことをヤア コザクという｡

-ラ (株)-雪が械もった広い平地｡雪原｡圧lや畑

も雪が多く降ると-ラに変わる｡

ヤアや-ラの一部をただ単に踏み固めたり除雪して

ら,その部分に特別の名称はつかない｡人が通ったり

躯まったりする一定の条件が満たされてはじめてユキ

ミチやヒロバになる｡新雪を踏み固めるなどして人の

通れるようにすることをミチツケという｡昨日までの

ユキミチも.夜中にたくさんの降雪があるとヤプに一

変するので,ミチツケをしなければミチにはならない｡

根雪中期には毎日のようにミチツケが必要である｡

械雪の高さはタケ (大),容機はカサ (満)という｡

タケが平均的な数値より大きければオーユキ (大雪),

小さければコユキ (小雪)ということになる｡オーユ

キは降雪にも催い,キノー トーカマナワ オ-ユキ

ラッタラシーナ (昨日十日町は大雪だったらしいな),

ヒルッカラ オーユキンナッタ (午後から大雪になっ

た)などという｡降雪の少ないことはコユキではなく

コプリ (小降り)である｡｢小雪がちらついている｣は

ユキか テラツイテルで代替する｡

降雪 ･積雪の多いことはゴーセツ (棄雪)で,共通

語と変らない｡ゴーセツは他の地域と比べて雪の多い

ことをいい(比戟基準による比較),オーユキ･コユキ

は同一地域の平均的数値より大きいか小さいかを問題

にしている (種の基準による比較)ようである｡

5.雪質 ･雪状

既出の降雪語袋は,雪質を表す語菜でもあるが,求

タンユキは積もった状態のものにはいわず,横もった

ものを表すにはワタユキを用いる｡

ワタユキ (綿雪)-軽くてかさばる雪｡粘着力が結

構あるので踏みつけるとよく締まる｡造形遊びに

は食通｡雪合戦にもよい｡ユキホリ (雪下ろし)

もやりやすい｡

コナユキ (粉雪)-細かくて軽い粉状の雪｡水分が

少ない｡衣服についても叩けばすぐ落ちる｡横も

ってもふんわりしている｡握 りにくい｡風に飛ば

されやすい｡粘りっ気がないので,高く積み上げ

るのは困難｡この雪質のときはユキミチも締らず

やや歩きにくい｡気温の関係でまだコナユキにな

りきらないものは雪下駄やスキーなどにくっつき

やすい｡

7-キ (吹雪)-激しい寒風混じりの雪｡歩けない

ほど強く吹きつけてくる｡

ボタンユキ (牡丹雪)-溝のある大片の雪｡積もり

やすい｡簡単に固まるのでコシキやシャベルが使

いやすい｡雪遊びには好都合の雪｡この雪が何十

cmか新雪で積もっているヤアに体を倒すと,体の

形がくっきりと残る｡ドプルと長靴に雪が入るが,

この雪だと靴を逆さにして中の雪を出せば,コナ

ユキなどと違って,足はほとんど溺れないですむ｡

シメッポイユキ (湿っぽい雪)-湿気が多い｡造形

しにくいし,スキー ･スケー トは滑りが悪いし,

遊びには向かない｡

-ナユキ (花雪)-降り方に力がない｡ふわーっと

している｡軽い｡頼もってもす ぐ消える｡

ザラユキ (粗雪)-粗目状の雪｡日照時間が多くな

るとコナユキやワタユキが少しとけ出したところ

へ夜の冷え込みを受けてできる｡3月も下旬にな

れば日陰を除いてザラユキだけになる｡早朝は氷

っているので.日中は歩けないヤアの表面を自由

に歩ける｡スキーやソリもよく滑るが,滑走板に

傷がつく｡ザラユキになると雪遊びが限定される｡

雪状を表すいい方もいくつかあるが,雪の状態は地

形や気象条件によって徹抄に違うので,語のように意

味領域の固定されたものでは表現できないことが多い｡

ここでは,日常比較的よく使われるものを示す｡

ネバ リケかナクテ ニギリニタイ･･-･コナユキ

フキタマリか アキヤスイ-･･･コナユキ,7-キ

カナカナンナル･･-･固めたワタユキやボタンユキ

ツルツルンナル-雪道などが氷ってかなり滑りやす

くなる--1月から2月にかけてのユキミチ

カネガ ッタ-雪道などが氷って表面が鈍 く光りき

わめて滑りやすくなる--厳寒期の夜などのユキ

ミチ
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シミル-日中少しとけた雪が夜になって氷ること,

厳寒期に水が氷ることにもいう-･･･ザラユキ

ガリかリンナル-ユキミチや踏み固めた雪が氷って

固くなる･--ザラユキ

ザラザランナル-氷った雪がスキーのエッジなどで

削られて粗目状になる--･ザラユキ

6.雪専 ･関守

束雪地帯には,いろいろな形での雪害が起きる｡こ

の地方も雪が多いうえに,降雪のところで述べたよう

なものすごい7-キ (吹雪)が必ず2,3回は吹く｡

-ラを歩くのは危険である｡吹雪の怖さは r北越雪譜J

の ｢雪吹｣にみるとおり｡

大雪が降るとキシャ フツーンナル (列車が不通に

なる)｡上越線に比べると只見線が被害を受けること

が多か った｡そんな日は,小中学校-通う生徒たちも

苦労する｡遠くから通っている生徒の中には朝いつも

より早めに家を出て畳頃やっと学校に着く者もいた｡

そんな生徒は,帰り道がまた心配なので,着いて1時

間後くらいに下校させる｡これを-ヤアガリ (早上が

り)といった｡

雪は1m, 2mとタケを増してくるにつれ立見が加

わるので屋根,舵,庭木などに被書を及ぼす｡

ユキノオモミデ ヒサシガ モゲタ (雪の重みで庇

が く折れて)とれた)

一日雪下ろしが遅れると家がつぶれかねないので,

生薬を中断してユキホリに明け暮れることも珍しくは

ない｡昨年末もそうだった｡

雪崩や漏水は,次のようにいう｡

ナゼ-雪崩｡屋根の雪が滑り落ちるのにもいう｡北

魚沼郡揚之谷村などではアイとよぴ,クマヨリ

アイノホガ オッガネァー (熊より雪崩のほうが

怖ろしい)といって暫戒する｡

ナゼガ ッタ-雪崩が起きる｡屋根の雪が滑ペり落

ちる｡

ナゼバ-雪崩の起きる場所｡

ナゼ ドメ-屋根などに取りつけた雪崩止め｡屋根に

は金属性のナゼ ドメを何本も設置するが,ヤネノ

-ナ (庇寄 りの数十cmの所)には何もつけない｡

ここにナゼ ドメをつけたのでは.屋根の雪の重み

が庇の部分にかかって折れてしまうからである｡

ヤネノ-ナにはナゼ ドメかないので.この部分の

ユキはたい-ん崩れ落ちやすい｡人々は,家の軒

下を歩かないようにするし,玄関はカプリ(雪庇)

が落ちてきては危いので,庇の雪を毎朝落とすよ

うにする｡また,屋根の雪下ろし時の転落事故が

結栴あるので,子供を手伝わせる時などには,ヤ

ネノハナエ アンナ カプリユ キ- ツケレ(屋

根の先端部に出るな.雪庇に気をつけろ)と注意

をうながす｡

シンモり-凍み漏りか｡陽気がよくなってとけ出し

た屋根の水がタケ (二つの屋根が合わさっている

所)に奥まってさても,氷ついているため流れず

に迎流して水漏れすること)｡3月になると.勾配

のゆるいダキの屋根に起きやすい｡たい屋根だけ

でなく新しい屋根でも水漏れする｡

ミズアガリ (水上がり)-雪解けの水で川などがあ

ふれて浸水すること｡4月に入ると起きる｡

棄雪地の冬は,すっぽりと雪の中に閉じこめられて

の生活となるが.防雪 ･除雪 .･消雪に追いまくられ雪

害と闘う冬である｡毎年繰 り返しやらなければならな

いことがたくさんある｡

ユキかコイ (雪国い)-玄関 ･窓 ･軒 ･庭木などを

丸木 ･板 ･延などで困って雪に備えること｡

ユキカキ (雪掻き)-初雪 ･二回目の雪 ･三回目の

雪 ･根雪の初期のように,まだ雪が少ない時の除

雪のや り方｡

ユキ ホゲル-多く横もった雪を取 り除くこと｡ユ

キホゲとはいわない｡

ミテフミ (道踏み)-一晩の降雪丑が50cmにも1m

にもなる根雪中期には.道路の除雪が間に合わな

くなるので,カンジキ (穐)やスカリ(大型の鳩)

で踏みつけて雪道をつ くる｡ ミチツケとも｡この

作業は.明かるくなるとすぐ始め,新開配達の人

が来る前に完了していなければならない｡雪の多

い日は,たいへんな重労働となる｡

ユキ オトス (雪を落とす)-カプリ(雪庇)･雪囲

いをしてない木の枝の雪 ･街灯などの雪は,こま

めに落としておかなければならない｡

ユキホり (雪掘 り)-雪下ろし,それをする人｡ユ

キホリ ゴニン タノンタテネ (雪下ろし人夫を

5人頼んだよ)｡屋根の雪が多くても少なくても,

平地の機雷が屋根より低 くても高くなってもユキ

ホリといい,ユキオロシとはいわない｡十年 くら

いに1度は,ユキミチの高さが尾柱の頭を越える

ので, 2階家でも屋根の雪は下へ下ろすのではな

く掘り上げる感じになる｡

マ ドアケ (窓開け)=雪下ろしや降雪で塞がれた窓

の雪を取 り除いて,アカリ (窓から部屋の中に入

ってくる光)がとれるようにすること｡
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ホリアゲ (掘 り上げ)-雪下ろしした雪や雪道の雪

を整理して塔のように械み上げていくこと,その

職み上げたもの｡雪道から数mの高さになるもの

もみられた｡ゴーギナ ホリアゲか アキタネ(高

くて大きい掘り上げができたね)｡

トンネル-消雪パイプのできる前までの大通りでは,

2月頃には雪道が雁木の屋根よりもはるかに高く

なって.買物などでこちら側の雁木から向こう側

の雁木に移るのか大変になるので, トンネルを掘

って往来することがあった｡

ユキワリ (雪割り)-雪解期になると.畑の地温を

早く上げるべく,残雪を土が出るまで掘って何本

も溝を作ること｡ジャガイモなどの作付けのため

にやる｡

ミチワリ (道割り)-雪道を鋸で切ったりトーグワ

(唐鍬)で欠いたりして低 くすること｡一皮に1m

も2mも掘 り下げることはできないので,ナカポ

リ (数十cmくらい雪道を掘り下げること)を繰り

返すO橋は,雪が多くなると危険なので,真冬で

もナカポリを繰 り返す｡小路や私道の雪道は,普

解け糊にのみミチワリをするが, 1回では地面ま

で届かないので, 2-3回ナカポリをする｡初め

て地面を歩けるようになったときの音びは大きい｡

やっと春がきた実感がする｡

除雪は昔はユキヨケと呼んでいたが,攻近はジョセ

ツが一般的になった｡消雪パイプの設置により,昭和

38年ごろからショーセツ (消雪)･ユーセツ (融雪)･

ムセツ (無雪)といった棋譜類も,日常語の中にすっ

かり定着した｡

雪解け期といえるのは,春の彼岸過ぎ｡本格的には

月遅れの節句 (4月3日)を過ぎてからである｡若干

の僅言がみられる｡

ユキゲ(雪消)=雪解け｡ユキゲノミズ(雪解け水)｡

ユキシロ-春になって山の雪がとけること｡ユキシ

ロミズ (山の雪解け水)｡

7,民俗

この地方の正月には雪が似つかわしい｡雪あっての

正月という思いが強く,雪のない年があるとIショー

グヮツゲラネァーネ (正月らしくないね)と話題にの

ぼる｡

モグラモチの行事も雪がないことにははじまらない｡

子供たちが何日もかけてユキアナ (天井を藁でおおっ

た雪洞)を作り,コモチ (小正月)の14日の夜に,火

鉢や薬子をもって集まり夜明かしをする｡翌早軌 横

槌に縄をつけて雪道を引っぼって,"モッ モッ モッ

グラモチャ ドゴ イッタ ウチニカ ソトニカ オ

ヤ ドニカ ソコラエ イタラ カッツプセ〝と歌いな

がら歩き回った｡モグラの被害を防ぐためにやったも

の｡今はこの辺ではみかけない｡

サイノカミ (垂の神)の行事も雪がないと感じが出

ない｡r小千谷市史J上巻に次の記述があるが,海生の

ものは字大崩のものに近い｡高さ数十cmくらいの雪の

台を造って,その上に注連飾りや藁を積み上げて塔を

作る｡鳥形は太い注連縄で作った｡

正月飾りや注連縄などを各戸から塊めてきて,村

内の数カ所で焼く行事である｡行事の主役は子供た

ちであるが,若者や大人も手伝う｡竹や木を芯にし

てシメ飾りや藁などで三,四米くらいの塔を作り,

その上に張純で作った鳥形をつける｡これを焼く火

にオンベという細長い切紙の束を棒の先につけたも

のや.習字の紙などをかざし,舞い上がる高さを放

ったりする｡子供が六歳になった家でオンベを上げ

るという村 (大崩)や, ド-ラクジンの形を作って

焼くという村 (戸屋 ･冬井)がある｡またサイノカ

ミの火で焼いた餅を食べると疫病除けになるという｡

若栃ではこの餅を保有し,マムシ除けに山仕事のと

き持って行く｡また若栃ではサイノカミの塔を作ら

ず,雪洞を作って灯明をあげ,その前でシメ飾りを

投げ込んで焼 く ｡ (1057頁)

ユキマツリ(雪祭り)は現在は行われていないが,

戟前は結構盛んだった｡ユキアソビについては,｢雪

遊び語柴と意味体系｣(r平山輝男博士古棉記念 現

代方言学の課題J第 1番)を参照されたい｡

昔話としてユキオトコ (雪男)･ユキオンナ (雪女)

の話をよく閃かされた｡

ユキオトコ-良い子になっていないと大きな雪男が

出てきてさらっていくという話｡拒樋に入って年

寄りからこの話を開いた｡ユキオンナ-雪の降る

寒い日,夜中の12時過ぎに,其白な着物を着て安

を長くした雪女が出てくる話｡雪のいっぱい積も

った文冬の夜にこの話をすると,子供たちはとて

も怖がった｡

生業の中で雪と切 り赦せないのが小千谷縞の生産の

一工程を担うサラシャ (晒屋)である｡織りあがった

麻織物 (縮 ･上布)を白くするため雪の上に晒すこと｡

3月になって晴れ間の出る頃から雪解けまでの間,朝

に反物を広げては夕方に入れ,同じ反物を何日も雪に

晒す｡基本的なやり方は,江戸時代のそれと変らない｡

晒場には一点の塵もあらせざれば白砂の塩浜のご
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とし｡さて自ち √みはおりおろしたるま､をさらす｡

余のち みヾは糸につくりたるを拐にかけてさらす｡

その拐とは細さ丸竹を三四尺ほどの弓になして,そ

の弦に糸をかけ拐ながら竿にかけわたしてさらす也｡

自ち みヾは平地の雪の上にもさらし,又高さ三尺あ

まり長さは布ほどになし,横幅は勝手にまかせ土手の

やうに雪にてつ くり,その上にち √みをならべてさ

らしもする也｡(r校注北越雪譜J上之の巷,ルビ略)

8.比唖 ･慣用句

共通語の ｢雪｣は①空気中の水蒸気が氷結して降っ

てくること,その横 もったもの,②雪景色,③白鼠

④白いもののたとえに用いられるが.当該方言のユキ

は①,②,④にのみ用いる｡③はシラゲである｡④が

比喰用法となる｡コノアカンポノ-ダワ ユキミテ7

ニ シーロイネ- (この赤ちゃんの肌は雪みたいに

白いねえ)｡白い肌はユキ-ダ (暫 くのように白い)

肌)と,複合語の形でもいう｡雪の白きは慣用句にも

使わ九,ユキト スミホ ド チガウ (正反対に適う.

月とスッポン)という｡値段 ･品質 ･性格などの対比

に用い,この表現には話者の評価が明確に加えられて

いる｡これに対し,たとえば値段の大きな追いについ

て,単に比べているに過ぎない場合には,バカ ジョ

ーγか アルネー (ずいぶん差があるねえ)などとい

う｡この表現では評価を個々の対象にはくだしていな

いという差があるという｡

冷たいもののたとえに単語のユキの使われることは

ないようで,固体の冷たさにはコーリ (氷)が,液体

の冷たさには複合語ユキミズ (雪水)が使われ.コ-

リミテァーニ -ツコイ(氷みたいに冷たい),ユキミ

ズミテァ一二 -ツコイ (雪水みたいに冷たい)のご

とく表現される｡

(城西大学女子短期大学部講師)

自他対応の不規則性

｢ぬける了 ぬく｣｢ぬかす｣を例として

1,はじめに

日本語には共通の語幹から分岐した動詞で,白助詞

と他動詞という関係になっている例が多く見られる｡
(比l〉

自他の対応とは大ぎっばに言えば.ある一つのコトを

二つの助詞VlとV2により次のように二通 りに表現

でき,更にVlとV2が共通の語幹から分岐してでき

たものである場合の両者の関係を言う｡

(1)NPlか V)

(2)NPlガ NP2 ヲ V2

｢ぼける｣｢ばかすJは自他の対応をなすと考えられる｡

(3) 事件の核心が ぼける｡

(4) 刑事が 事件の核心を ばかす｡

ところが,奥津1967で指摘されているように,自他

の対応は ｢単に動詞に限られる問題ではなく,それを

含む文全体に関わりを持｣つており,自他が対応して

いると思われる動詞でも,用例を一つ一つ見ていくと,

それほど単純に(1)から(2)へ,(2)から(1)へと言い換えが

できるわけではない｡

奥津1967では,この ｢ぼける｣｢ばかす｣について次

福 田 明 子

のような例を挙げている｡

(5)この頃 頭が ぼけてきた｡

(6)●この頃 虎を ばかしてきた｡

(5)から(6)への言い換えはできない｡次の例も同様で

ある｡

(7) 壁の色が ぼける｡

(8)'彼が 壁の色を ばかす｡

厳密には,(3)と(4),(5)と(6)はいずれも自他が対応し

ているとは言えない｡

本稿では自他の対応について,｢ぬける｣｢ぬく｣｢ぬ
かす｣を取り挙げて考察し.自他の対応を考える一助

としたい｡
(EL2)

このうち,｢ぬかす｣は形の上では単他動詞 ｢ぬ く｣

を他励化してできた複他動詞のようである｡一般に,

単他動詞と複他動詞の間には次のような格の交替が見

られる｡

(9)

()0)
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Vt:単他動詞

Ⅶt:複他動詞

これに ｢ぬく｣｢ぬかす｣をあてはめてみると｡
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